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【学習のポイント】

この週では，「電気回路の基礎」と題して，アナログ回路の理

解に大切な基礎をお話しします。一口にアナログ回路といって

も範囲が広いので，この講座では，テレビやステレオなど一般

家電製品に使われる電子回路分野のアナログに焦点を当てます。

まずは，アナログ回路の意味を明確にしてから学習の土台とな

る電気回路の基礎を学習しましょう。ここで，最も大事なのが

「オームの法則」と「キルヒホッフの法則」です。そして最後に

電気回路の基本部品である R，C，L の性質と主な利用目的につ

いて学びます。

電気回路の基礎
〜電子回路の基本は電気回路から〜

■ 第 1 週 ■
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アナログ回路入門

アナログ回路の弱点は，ノイズに弱い点です。例えば，図 1.3 のようにアナログ信

号を伝送路を経由して送る場合，途中でノイズが混じると波形が変化しますが，残念

ながら受信信号を見ただけではノイズと元の信号を区別できません。というのも，ア

ナログ信号の値の取り方は，無限にあるので，そのすべての可能性を信号と考えなけ

ればならないからです。したがって，混じったノイズを除去できないのです。一方，

アナログ回路の良さは，リアルタイムで多くの情報を処理できる点です。無限の表現

が可能ということならば，より多くの情報を波形を使って瞬時に伝えることができま

す。

1.1.3 ディジタル回路とは？
では，アナログ回路と比べてディジタル回路は何が違うのでしょうか。ディジタル

が離散量であったことを考えると，ディジタル回路は飛び飛びに変化する離散信号を

入力し処理する回路といえます。例えば，パソコンは典型的なディジタル回路ですが，

内部では，信号が図 1.4 のようにパルス状になっています。このとき大事なのはパル

スの形状ではなく，あるタイミングで値を調べたときの高低差がはっきりしているか

どうかです。図 1.5（a），（b）をご覧下さい。この二つの電圧波形は，波形が違うの

でアナログ回路の世界では別信号となり

ますが，ディジタルの世界では同じです。

なぜなら，ディジタル回路では図の矢印

のように飛び飛びのタイミングで電圧レ

ベルを読み取り，ある基準電圧と比較し

て高いか低いかの 2 値判定をするからで

伝送路

ノイズ ノイズ

送信信号
受信信号を見ただけでは信号とノイズの

区別ができず，ノイズが除去できない

受信信号
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図 1.3 アナログ信号のノイズ

図 1.4 ディジタル信号
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す。この結果が同じならディジタル信号として同じといいます。よって，図 1.6（a）

のディジタル信号が伝送途中のノイズ侵入によって図 1.6（b）のように波形が歪んで

も，2 値判定さえ正しくできれば，波形を整形し直して図 1.6（c）のように送信信号

を再生することができます。この結果，ノイズを除去することができるので，ノイズ

の蓄積がなく，それゆえノイズに強いと言われます。例えば，ディジタル放送テレビ

は画像信号をディジタル処理するのでノイズの影響を抑えることができ，鮮明な画像

を映すことができます。

一方，ディジタル回路の弱点は，アナログ回路と比べて処理に時間がかかることです。

音声のように私たち人間が扱う信号にはアナログが多いのですが，これをディジタル

回路で処理するには信号をアナログからディジタルに変換する処理が必要です。この

二値判定基準
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図 1.5 ディジタル信号
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（a）送信信号 （b）ノイズで歪んだ波形

（c）整形された信号
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伝送路

ノイズ

整形
波形歪みが起こっても
二値判定を誤らなけれ
ば信号を完全に復元で
きるためノイズに強い

図 1.6 ディジタル信号のノイズ




